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隆 隆 隆 隆 年
慶 慶 慶 慶 、
5 5 5 5 万 万
年 年 年 年 暦 暦
20 20
● ●
46 46
の の
各 各
年 年
「
金
瓶
梅
」
執
筆
時
代
の
推
定
EZg
こ
れ
は
、
以
上
の
表
を
一
見
し
て
見
当
が
つ
-
こ
と
で
あ
る
が
、
既
に
、
三
か
ら
八
ま
で
が
隆
慶
八
年
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
、
一
と
二
は
、
嘉
靖
四
十
年
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
-
、
最
後
の
九
は
、
隆
慶
六
年
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
日
本
で
は
、
伝
統
的
に
あ
る
年
を
表
す
の
に
干
支
を
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
日
時
を
干
支
で
表
示
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
中
国
で
は
、
殿
の
甲
骨
文
を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、
年
月
日
時
の
す
べ
て
を
表
す
の
に
干
支
を
使
っ
た
。
特
に
日
の
表
示
に
は
、
例
外
な
-
干
支
が
使
わ
れ
た
。
そ
し
て
中
国
で
は
、
こ
れ
以
来
、
広
-
暦
の
年
月
日
の
表
示
に
干
支
が
使
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
上
記
の
三
か
ら
八
ま
で
の
例
が
、
す
べ
て
隆
慶
五
年
に
相
当
す
る
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
の
偶
然
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
と
て
も
偶
然
だ
と
は
思
え
な
い
。
こ
れ
は
、
作
者
が
こ
の
小
説
を
執
筆
し
て
い
た
時
の
生
活
時
間
を
、
そ
の
ま
ま
作
品
に
盛
り
込
ん
だ
為
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
も
し
、
こ
の
推
論
が
正
鵠
を
得
て
い
る
と
し
た
ら
、
次
に
、
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
は
ち
、
そ
れ
は
、
「
金
瓶
梅
」
の
う
ち
、
5
 
2
回
・
5
 
3
回
の
あ
た
り
は
、
嘉
靖
4
0
年
(
l
五
六
1
)
に
、
5
 
9
回
か
ら
糾
回
に
か
け
て
は
隆
慶
五
年
(
一
五
七
1
)
に
、
8
0
回
あ
た
り
は
、
隆
慶
六
年
(
一
五
七
二
)
に
、
そ
れ
ぞ
れ
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
推
測
が
正
し
い
な
ら
ば
、
少
な
-
と
も
「
金
瓶
梅
」
は
、
嘉
靖
四
十
年
(
1
五
六
T
)
か
ら
隆
慶
六
年
(
7
五
七
二
)
の
十
数
年
か
け
て
書
き
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
金
瓶
梅
」
の
作
者
の
候
補
者
の
l
人
と
し
て
あ
が
っ
て
い
る
李
開
先
は
、
隆
慶
二
年
(
1
五
六
八
)
に
亡
-
な
っ
て
い
る
の
で
、
候
補
者
か
ら
は
ず
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
-
な
る
。
ま
た
こ
の
外
の
候
補
者
も
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
て
-
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
篇
の
小
説
が
十
数
年
も
か
け
て
書
か
れ
る
と
い
う
の
は
、
万
事
に
つ
け
忙
し
い
現
代
か
ら
す
れ
ば
、
な
ん
と
も
間
の
抜
け
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
近
世
の
読
本
作
者
滝
沢
馬
琴
に
よ
る
大
作
「
南
総
里
見
八
犬
伝
」
が
前
後
二
十
八
年
の
年
月
を
費
し
て
執
筆
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
考
え
あ
わ
す
な
ら
ば
、
別
に
異
と
す
る
に
た
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
本
小
考
の
結
論
は
、
以
上
の
通
り
、
作
品
に
見
え
る
三
人
の
人
物
、
す
な
は
ち
宮
守
・
李
瓶
児
・
西
門
慶
の
死
亡
日
時
に
お
け
る
記
載
か
ら
、
こ
の
小
説
は
、
嘉
靖
末
か
ら
隆
慶
に
か
け
て
の
約
十
数
年
の
間
に
書
き
あ
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
終
り
に
、
干
支
の
記
載
に
い
い
か
げ
ん
な
所
も
あ
る
こ
と
を
書
き
添
え
て
お
こ
う
。
0
0
そ
れ
は
、
3
 
0
回
で
、
宮
守
の
生
ま
れ
た
年
月
日
を
、
「
宣
和
四
年
戊
申
六
月
廿
一
日
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
宣
和
四
年
な
ら
、
本
当
は
壬
寅
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
小
野
忍
氏
も
注
を
さ
0
0
れ
て
い
る
通
り
、
5
 
9
回
で
は
、
政
和
六
年
丙
申
六
月
二
十
三
日
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
話
の
展
開
か
ら
し
て
も
、
政
和
六
年
で
な
い
と
お
か
し
い
の
で
あ
る
。
官
苛
が
丙
中
の
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
は
、
3
 
9
回
に
も
そ
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
作
者
自
身
の
誤
り
で
は
な
-
、
印
刷
時
の
誤
り
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
金
瓶
梅
詞
話
」
と
い
う
本
は
、
誤
字
・
当
て
字
の
多
い
こ
と
で
有
名
な
本
で
あ
る
か
ら
、
大
い
に
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る
.
第
1
、
戊
と
丙
の
両
字
は
似
て
い
る
し
、
宣
と
政
と
を
印
刷
時
に
ま
ち
が
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
-
注
1
m
、
鄭
振
鐸
「
談
<
金
瓶
梅
詞
話
∀
」
「
文
学
」
第
一
巻
第
l
期
所
収
、
一
九
三
三
年
七
且
参
照
畑
、
呉
蛤
「
瓜
金
瓶
梅
V
的
著
作
時
代
及
其
社
会
背
景
」
「
文
学
季
刊
」
創
刊
号
所
収
、
l
九
三
四
年
一
月
参
照
畑
、
例
え
ば
、
卜
鍵
「
金
瓶
梅
作
者
李
開
先
考
」
第
三
章
、
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
㈲
、
か
っ
て
、
台
湾
の
親
子
雲
氏
は
、
「
金
瓶
梅
詩
話
」
冒
頭
の
書
き
出
し
の
部
分
か
ら
、
作
者
が
本
来
書
こ
う
と
し
た
の
は
、
一
人
の
皇
帝
と
そ
の
跡
継
ぎ
を
め
ぐ
る
紛
争
の
話
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
論
さ
れ
、
ま
た
、
7
回
か
ら
閥
回
に
か
け
て
冬
至
と
年
号
の
記
述
に
お
い
て
混
乱
が
あ
る
こ
と
「
金
瓶
梅
」
執
筆
時
代
の
推
定
に
着
目
さ
れ
、
実
は
そ
こ
に
こ
そ
明
の
万
暦
・
泰
昌
・
天
啓
時
代
の
投
影
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
以
上
の
こ
と
か
ら
こ
の
小
説
の
執
筆
年
代
を
泰
日
日
・
天
啓
初
年
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
た
。
(
同
氏
「
金
瓶
梅
的
問
世
与
演
変
」
時
報
出
版
公
司
、
一
九
八
一
年
刊
参
照
)
し
か
し
そ
の
後
同
氏
は
、
黄
宗
氏
の
唱
え
ら
れ
た
屠
隆
作
者
説
に
同
調
さ
れ
る
に
至
り
、
こ
の
説
を
再
び
は
唱
え
ら
れ
な
-
な
っ
た
。
㈲
、
こ
の
外
に
も
、
執
筆
時
代
を
考
察
し
た
論
文
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
今
二
・
三
の
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
徐
扶
明
「
金
瓶
梅
写
作
時
代
初
探
」
(
「
金
瓶
梅
論
集
」
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
六
年
貢
^
)
で
は
、
「
金
瓶
梅
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
俗
曲
や
戯
曲
か
ら
、
こ
の
小
説
の
成
立
を
嘉
靖
中
葉
か
ら
万
暦
初
年
と
す
る
。
ま
た
、
菓
桂
桐
「
<
金
瓶
梅
∀
成
書
年
代
新
械
策
」
(
「
北
京
師
大
学
報
」
社
会
科
学
版
、
l
九
八
八
年
四
月
号
)
で
は
、
「
金
瓶
梅
」
に
狭
斯
彬
や
凌
雲
翼
等
明
代
に
実
在
し
た
人
物
名
が
登
場
す
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
、
彼
ら
が
「
金
瓶
梅
」
の
モ
デ
ル
に
な
り
得
た
時
代
を
彼
ら
の
生
没
年
月
よ
り
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
小
説
の
成
立
を
万
暦
六
年
以
降
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
梅
節
「
<
金
瓶
梅
∀
成
書
的
上
限
」
(
「
金
瓶
梅
研
究
」
第
一
韓
、
江
蘇
古
籍
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
貢
o
o
<
x
>
J
で
は
、
「
金
瓶
梅
」
6
 
6
回
で
工
部
主
事
安
快
が
語
る
「
南
河
南
徒
」
の
一
語
に
注
目
さ
れ
、
南
河
つ
ま
り
准
河
が
黄
河
に
迫
ら
れ
て
南
に
徒
っ
た
の
は
、
万
歴
五
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
小
説
の
成
立
は
万
五
荒
木
猛
一ノヽ
歴
五
年
八
月
以
降
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
黄
霧
「
<
金
瓶
梅
∀
成
書
問
題
三
考
」
(
「
復
旦
学
報
」
社
会
科
学
版
、
l
九
八
五
年
第
四
期
所
収
)
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
証
拠
か
ら
、
こ
の
小
説
は
万
暦
二
十
年
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
㈲
、
台
湾
、
増
称
智
文
化
事
業
公
司
、
一
九
八
一
年
刊
本
仰
、
台
湾
商
務
印
書
館
刊
本
、
一
九
三
六
年
初
版
(
一
九
九
四
年
四
月
二
七
日
受
理
)
